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１．はじめに 

 双海橋は，松山自動車道 伊予ＩＣ ～ 内子五十崎ＩＣ間（付加車線事業区間）のうち，伊予ＩＣの南方

6.7ｋｍに位置する橋長 226.0ｍのプレストレストコンクリート（ＰＣ）４径間連続バランストアーチ橋であ

る．本橋は，ＰＣ補剛桁を有する逆ランガー形式のアーチ橋部（65.0ｍ＋106.0ｍ）と，その両側径間に補剛

桁（23.8ｍおよび 30.0ｍ）が連続した構造形式となっており，アーチ部の架設方法には特殊大型移動作業車

を用いて，バランストアーチ部では補剛桁・アーチリブを順次施工し，鉛直材および架設用斜吊材でトラスを

構成しながら，両側を同時に張出し架設する工法を採用している． 

地形・地質上の制約からバランス張り出し架設とできないアーチリブ区間については，施工の合理化確保と

架設工事中の負反力対策を目的に，橋台を大口径深礎くい基礎として大型化し，橋脚柱頭部より両側に張出し

架設した補剛桁と剛結することで側径間を安定化させ，その後片側トラス架設工法とする，わが国において施

工実績も少ない「固定張出し併用バランストアーチ工法」を採用している．（図-１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図-１ 全体一般図 

 

２．計画概要 

2.1 橋梁諸元 

 路 線 名：高速自動車国道 松山自動車道 

 道路規格：第 1種 第 3級 Ｂ規格 

 設計荷重：Ｂ活荷重 

 設計速度：８０ｋｍ／ｈ 

 構造形式：ＰＣ4径間連続バランストアーチ橋 

 橋  長：226.0ｍ 

 支 間 割：23.8ｍ＋65.0ｍ＋106.0ｍ＋30.0ｍ 

 幅  員：9.060ｍ  （有効幅員) 

 平面線形：Ｒ＝1000ｍ 

 縦断勾配：i＝5.0％   横断勾配：i＝4.5％           図-２ 位置図 

 キーワード PC，バランストアーチ，上・下部剛結，景観，テンドンギャラリー 

 連絡先    *  〒760-0065 香川県高松市朝日町４－１－３  ＴＥＬ087-823-2945 

** 〒532-0034 大阪市淀川区野中北 1丁目 12－39 ＴＥＬ06-6397-0804 
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2.2 橋梁形式検討 

 一期線の橋梁形式は，プレストレストコンクリー

ト（ＰＣ）逆ランガー形式アーチ橋（写真-１）であ

り，地域内道路（県道 221 号）沿線のランドマーク

となっている． 

 対象とする橋梁は，位置図にも示した通り中央構

造線にも接近しており，隣接するⅠ期線側橋梁施工

時にも地盤の表層が滑りやすいものであったことが

記録に残っており，以下の観点に基づく比較検討の

結果採用に至ったものである． 

① 中央構造線に近接した急傾斜地に適した形式 

② 一期線橋梁，利用交通への影響低減・安全確保 

③ 工期短縮，将来を見据えたメンテナンス特性 

比較検討の結果を（表-１）に示す． 

表-１ 橋梁形式比較検討 

３．維持管理・景観に向けたこだわり 

 本橋の特徴は，施工の合理化と耐震性確保のため

に採用した A2橋台の剛結・大型化がある．この橋台

形式を採用した結果，通常この形式では必要となる

橋台背面側基盤へのグラウンドアンカーを不要とし

たほか，将来のメンテナンススペースとしての機能

を充実させる意味からも，橋台背面から補剛桁内部

へとつながるテンドンギャラリーを構築することが

できた． 

       図-３ 完成予想図 

また，本橋がⅠ期線の手前・視点場よりに建設さ

れることから，平面曲線・横断勾配の関係上，排水

管が最も手前に配置されることとなるため，大型排

水管を全橋にわたって縦貫させ流末はテンドンギャ

ラリー内の排水とともに処理する構造とし，張り出

し床板端部の工夫による陰影の効果１）を活用して目

立たなくする景観設計が必要となる 

以上のことを踏まえて設計を行った．        

    図-４ 景観に配慮した地覆水切り部 
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写真-１ Ⅰ期線橋梁 
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